
1 
 

令和 6 年度第１回学校運営協議会 議事録 

日時：令和 6 年 5 月 30 日（火） 

13:20～13:25 現場視察 

13:30～14:45 学校運営協議会 

会場：本校視聴覚室 

 

現場視察 

１ 開会のことば（会長） 

 

２ 校長あいさつ 

   昨年度の学校運営委員会の取組を見て、子ども達、先生方、委員の皆さんにとって「これいいな、楽しいな」

というのが原点だと思う。皆さんにとって楽しくていいものに育っていくのではないかなと大変期待している。今

年度もどうぞよろしくお願いしたい。 

 

３ 委員紹介 

・近況等含めた自己紹介 

 

４ 学校職員出席者自己紹介 

 

５ 会長・副会長選出 

 ・立候補者がなく、担当より推薦された 2 名の方が選出された。（再任） 

 

６ 協議 （司会進行：副校長） 

  （校長より説明） 

（１）令和 6 年度学校経営計画 

・学校教育目標の「確かな学び」とするために、めざす児童生徒像として、学習指導要領にある３観点、知

識・技能、思考・判断・表現、人間性等を中心にし、さらに知・徳・体・感性がどこにあたるか明確に示してい

る。カリキュラムマネジメント等をとおして推進していく。 

（意見） 

・分かりにくい表現がある。次年度でいいので、外部に出すのであれば、素人にも分かりやすい表現に変え

るとよいと思う。 

 

・学校経営計画と学校概要は、承認された。 

 

（２）今年度のテーマと取組   

 （総括教務主任より説明） 

 ①テーマと副題設定について 
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   ◎昨年と同じテーマに副題を設定した理由を説明し承認された。 

    

②３つの取組について 

 （総括教務主任より説明） 

   一つ目 矢巾東小との自然な交流 

二つ目 フレームランナーの学習環境を整える 

   三つ目 畑をつくる 

 

・昨年度、保護者、職員から意見や皆様からもたくさんアイデアをいただいた。やはり、動線を短くしたいとい

う意見をいただいている。コロナ禍の影響もあり、本校の子ども達が重度の児童生徒が多いことから出掛けて

いくことが難しい実情があった。これからは、本校が地域へ情報発信をしていく番である。そこで今年は、３つ

にテーマを絞って取り組んでいきたい。 

・これから、直接・間接交流が増えることで見えてくるものがあると思う。今年、3 つの活動の取り組みを進めて

いくなかで、やはり「橋が必要だ」ということになればいいと考えている。 

 

 （意見） 

  ・「矢巾東小との自然な交流」については、学習をリモートでつなぐ、自然観察園見学、校内向け学習発表

会見学など、お互いの教務主任又は担当者を決めて話し合う場を、1 学期中に 1 回行うと良いと思う。やれ

ることを一つ一つ進めていく。交流は、低学年から積み重ねていく方が広がっていくしハードルが低いと思う。 

    

   ・「フレームランナーの学習環境を整える」については、療育センターの理学療法士が中心に進めているもの

である。ボッチャなどいろいろ取り組んでいる中の一つである。昨年も置き場所について話があったので、再

度、障がい者支援部等に確認してから学校に連絡したい。 

 

・「畑をつくる」については、児童生徒が畑をつくるときに少しでも「自分たちもこの畑つくりにかかわったんだ」

という思いをもつことができるのではないか。看板つくりやメンテナンスでも防腐剤塗装など少しでも「かかわ

る」というところを大切にしながら取り組んでいってほしい。 

  

 ◎３つの取組について承認された。 

 

（３）その他 

・療育センターでは、高等部を卒業してからの利用する「かがやき」の利用者が少ない状況である。在宅の方に

ぜひ使っていただきたい。 

 

７ その他 

（最後に、始まった委員会について一言感想等をいただいた） 

・一年間このメンバーで、普段できないような考えを聞くことができる機会である。この運営会議を参考に今後や

っていきたいと思っている。 
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・何か応援できるところは、申し出ていただき必要なところは協力していきたいと思っている 

 

・去年から思っていたが、見える運営協議会は、とてもいいなと思っている。このように工夫され「見える化」して

いる運営協議会を参考にさせてもらっている。 

 

・昨年に比べると、具体的になってきたな、コロナも明けてなにができるのか、前向きに語られてるのはとてもい

いなと思っている。夢物語でもほら話でもいいので、あれもできる、これもできるといっぱい出し合うなかで、何か

できると思うので、「いっぱいあれもしてみたい、これもしたい」と話し合う中で１個でも２個でも実現できるのを楽

しみにしている。 

 

・「畑をつくる」で声を掛けていただいた。これからも、何か協力できるものが話し合う中で何かいい案も出てくる

と思うので声を掛けてほしい。 

 

・多くの先生がいろいろなこと考えてくれて前に進んでいるんだなということが分かった。また、何か地域の者が

御協力できることがあれば御声掛けいただきたい。 

 

・３つのテーマと取組を具体的にみてきて何か一つでも実現できるといいなと思った。皆さんといろいろな協議

を重ねた上で一つでも多く実現したいなと思った。 

 

７ その他 

 ・事務連絡 

 

８ 閉会のことば（副会長） 


